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委員 

消防総務課 

 

委員 

消防総務課 

１開会 

２あいさつ 

３議事 

事務局に対し、本日の出席委員数を求めます。 

委員総数は１６名です。１４名の出席をいただいております。 

過半数以上の委員の出席であるので本日の会議は成立しております。 

では、議事に入らせていただきます。 

（１） 栃木市消防庁舎整備基本構想（素案）について 

消防総務課より説明を求めます。 

〈説明〉 

資料に基づき旧町分署の老朽化、狭隘化に対する今後の構想案を説明。 

〈質問〉 

委員に対して、質問・意見等を求めます。 

災害時の地域間の協力体制は。 

１１９番があった時に現場に一番近い所が行く。地域エリアはないものと思

って欲しい。災害の大きさで次に近い車両も出動する。 

寺尾が無くなるとには都賀から来るのか。 

近い所から行くが再配置で遅くなる可能性はある。状況で新しい分署と栃木

署数両方から出る。 

分団との関りの計画はあるのか。 

分団の車庫は別の計画となる。団の器具置場も順次建て替える予定。９分団

の建て替えを予定しており敷地を探している。 

車両は別の話か。 

特殊車両の本部での増加を進めている。都賀西方は５所体制の前に救急車２
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台とタンク車を配置する予定。 

老朽化しているし、女性職員が今後増も見込まれるので職場環境向上は賛

成。資料にある「近い将来予想される大規模な地震災害」は科学的な根拠があ

るのか。 

南海トラフ地震など想定している。平成１６年に建物を耐震化したが建物そ

のものが古いし、東日本を経た建物なのでそのものが弱いのが懸念される。 

近い将来というよりいつ起きるかわからないという表現が良いと思う。 

ご意見を参考に検討したい。 

他にはありませんか。 

〈意見等なし〉 

ありがとうございました。 

それでは、（１）について終わりにいたします。 

（２） 栃木市自治基本条例に基づく栃木市市民会議委員の推薦について 

 続きまして、栃木市自治基本条例に基づく栃木市市民会議委員の推薦につい

て事務局の説明を求めます。 

〈説明〉 

資料により栃木市市民会議を説明し、委員の推薦について女性の推薦を求め

られていること、現委員も推薦の対象であることを説明。 

現委員は誰か。 

臼倉委員です。 

地域会議委員と任期が異なるのが気になる。 

引き続き臼倉委員継続でよろしいか。 

他にやりたい委員がいなければ。 

〈賛同意見あり〉 

臼倉委員にお願いすることに決定します。 

それでは、（２）について終わりにいたします。 

（３） 栃木市子ども・子育て会議委員の推薦について 

 続きまして、栃木市子ども・子育て会議委員の推薦について事務局の説明を

求めます。 

〈説明〉 

資料により栃木市子ども・子育て会議を説明し、委員の推薦について現委員

の推薦も可能であることを説明。 

現委員は誰か。 

鯉沼政江委員です。 

誰かやりたい委員がいれば。新しい保育園などの意見を求められている。 

引き続き鯉沼政江委員にお願いしたいがよろしいか。 

〈賛同意見あり〉 

鯉沼政江委員にお願いすることに決定します。 

（４） 地域予算提案制度取扱事業について 

 続きまして、地域予算提案制度取扱事業について事務局の説明を求めます。 

 〈説明〉 
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 資料により３・４の具体的な事業内容を今回審議したいことを説明。 

１の事業の進捗状況について欠席した大橋委員に変わり説明する。幟旗は商

売に使うこと、公園に穴を掘って支柱を埋めることは禁止。事務局案を修正し

文化課、都市計画課の了解を得た。現在、６本の見積を業者に依頼中。 

２の事業については交通防犯課で進めている。３・４については、前回の話

から視察は難しいことを確認しましたので、講演の内容や回数について、引き

続き委員の意見を求め、具体的な内容をできるだけ決めていきたい。 

どういうメンバーか、３地区でどうするか、主役となる団体や、総数はどう

か、について各委員の意見を求めます。 

子育て世代について、具体的に寺尾中の生徒減を掘り下げたい。若い人、子

育て世代の意見を聞いて参加してもらう形。３・４回で初回は落語家を呼び、

やりたいことを知ってもらう。参加者が絞られるのは良い。会場は毎回変える。

１００人規模。少人数で意見を出して計画する。会議を行い最終的にこの会議

にかけたい。事務局任せにしない。 

公民館の女性学級形式。年３・４回。初回は興味を持ってもらうよう落語家

とか、有名でない芸能人を呼び人集めする。少子高齢化など説明できる宇大の

先生を呼んでスタートし、反応を見てテーマを変えてまちづくりも。３回目以

降ブレークダウンを入れ地域間の乖離を縮める具体的な議論をしたい。会場は

公民館で、初回は１００人位で２回目以降は４・５０人規模で募集する。広報

で希望をとる。市の予算なのでこそこそできない。 

プロスポーツ選手を呼んでバスケット野球サッカー体験などなら子どもも

集まる。 

すでにイベントはいろいろあり皆忙しいので増やさず、計画を一緒にやれれ

ば良い。幅広い年齢層が集まる機会にまちづくりの講義ができれば。改めて新

しいものを行うのはどうか不安。 

テーマを決めて幅広く集めるということか。 

講座はあるが対象が限られている。魅力あるものを合同でやる機会があって

も良い。 

吹上と皆川の合同のリフレッシュ講座がある。きっかけないと集まらない。

意見を交換して出席者を増やしたい。講師を呼んだ塾が良い。地域全部に声掛

けすべき。 

人口減の中でいかに活性化できるかの講座が良い。有名人は金がかかる。３・

４回で良い。 

幅広い年齢層にリーダー育成する。西部に新しいグループをスタートした

い。全体参加の募集で年何回か開く。宇都宮の有名なお寺のお坊さんの礼儀作

法講座。女性は礼儀作法が良い。 

充実したもの。３地区ごとでなく全地区が基本。１・２回大きいもの。２・

３時間の講座。少子化より高齢者対策が重要。 

子育て支援で親子ビクスを実施しており、市全体でも動きがある。子どもを

中心にすると親、兄弟、高齢者が来る。１００人位で人形劇実施し国学院の生

徒もともに活動している。若い人が活動し高齢者が一緒に活動を紹介する。 
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少子化対策に賛成。寺尾中新入生２人で今後どうするかを協議したい。地域

外に行かないようにするための講義が良い。老人会、女性会にも幅広く呼び掛

けたい。 

まち協は各団体から３０名くらいで役員は高齢化。まちづくりのリーダー育

成ならもっと若い人に広く参加を求めたい。文化会館でやれれば良い。運動会

は少人数でもできる。盆踊りのお囃子の横笛を小学生ができる。まちづくりは

良いが、幅広い参加が好ましい。 

講座や講演会は興味のない人は来ない。若い人を対象に子どもとの遊びから

発展させて何かやりたい。 

まちづくりを軸で開催しかない。地域の課題は少子高齢化。具体的課題に宇

大の先生や専門家を呼んでも良い。地域をこれから引っ張ってもらえるリーダ

ーを育成する。２・３回を予算内でやる。３地区２・３０人で講師読んで議題

を考えてやれば良い。 

なかなかまとまらない。寺尾中ばかりでなく皆川中も学校の今後を協議して

いるのでそちらに任せることもある。まちづくりなら少子高齢化についても行

政にお願いしても良い。西部地域の活性化をどうするか。まちづくりを課題と

しテーマを絞って勉強したい。スポーツもある。そのようなテーマにむけて進

めることでよろしいか。 

〈異議なし〉 

 ４番目はチラシづくり以前の段階として進めてよろしいか。 

 こちらも加えることでよろしいか。 

〈異議なし〉 

皆さんの意見では、２回は講師を呼んだ講演会。会場は公民館。講師は予算

の範囲で有名人、宇大の先生など。地域づくり推進課とさらに詰めながら進め

たい。議題は全地区合同の話題という点で進めることでよろしいか。 

〈異議なし〉 

それでは、地域予算提案制度取扱事業について終わりにいたします。 

 他にご意見ご質問等ありませんか。 

〈意見等なし〉 

ないようですので、今後の進行は事務局にお返しいたします。 

 ４番、その他の事項に入らせていただきます。 

（１） 平成２９年度栃木市地域自治交流会について 

 資料により説明し、参加を求める。 

（２）平成２９年度第７回栃木西部地域会議について 

平成２９年１０月１７日（火）皆川地区公民館大研修室で開催。 

 

以上で本日の会議は全て終了いたします。 

──閉会── 

（会議終了時刻 午後８時３３分） 
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 上岡 健司（消防総務課長） 
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青木 健一（消防総務課消防総務係係長） 
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別紙２ 会議事項 

 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 委員及び職員紹介 

４ 会長及び副会長選出 

５ 議 事  

（１） 栃木市消防庁舎整備基本構想（素案）について 

  （２） 栃木市自治基本条例に基づく栃木市市民会議委員の推薦について 

  （３） 栃木市子ども・子育て会議委員の推薦について 

  （４） 地域予算提案制度取扱事業について 

  （５） その他 

   

６ その他 

・ 平成２９年度栃木市地域自治交流会について 

・ 平成２９年度第７回栃木西部地域会議について 

７ 閉 会 

 

配付資料一覧 

平成２９年度第６回栃木西部地域会議会議次第 

栃木市消防庁舎整備基本構想（素案）について（意見聴取） 

栃木市消防庁舎整備基本構想（素案）の策定について 

栃木市消防庁舎整備基本構想（素案） 

栃木市自治基本条例に基づく栃木市市民会議委員の推薦について（依頼） 

栃木市子ども・子育て会議委員の推薦について（依頼） 

栃木西部地域会議予算資料 

平成２９年度栃木市地域自治交流会の開催について 


